
▼
四
月
に
入
り
、
例
に
よ
っ
て

五
月
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
。

五
月
の
イ
メ
ー
ジ
は
何
と
な
く

明
る
い
こ
と
で
あ
る
。
木
々
の

芽
が
成
長
し
、
花
や
み
ど
り
の

葉
と
な
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

時
期
で
あ
る
。
▼
伸
び
る
と
言

え
ば
五
月
五
日
の
『
背
く
ら
べ
』

で
あ
る
。
歌
詞
で
は
「
お
と
と

し
か
ら
つ
け
た
柱
の
キ
ズ
が
は

お
り
の
「
ひ
も
」
の
と
こ
ろ
に

「
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
育

ち
ざ
か
り
で
あ
る
。
私
自
身
は

記
憶
に
な
い
が
、
子
供
た
ち
は

あ
る
時
期
一
年
で
数
十
セ
ン
チ

背
が
伸
び
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
話
は
人
間
の
生
命
力

の
た
く
ま
し
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。
▼
私
の
八
十
年
余
に
わ
た

る
友
人
で
、
息
子
を
医
師
に
も

つ
男
が
、
孫
も
医
学
部
に
入
っ

た
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
が
、

本
当
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
る
話

だ
。
今
年
も
こ
う
い
う
会
話
が

あ
ち
こ
ち
で
飛
び
交
っ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
人
間
の
成
長
、

伸
び
る
話
は
何
時
の
と
き
も
発

展
性
が
あ
っ
て
よ
い
も
の
だ
。

▼
四
月
が
始
ま
り
の
月
で
あ
る

な
ら
ば
、
五
月
は
成
長
、
発
展

の
月
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

木
々
が
枝
を
伸
ば
し
、
葉
が
繁

る
、
次
代
へ
の
継
続
の
た
め
力

を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
▼
五
月
の
空
を
「
五
月

（
さ
つ
き
）
晴
れ
」
と
言
う
が
、

あ
の
色
鮮
や
か
な
な
サ
ツ
キ
の

花
の
、
葉
が
見
え
な
い
程
に
ぎ

っ
し
り
と
咲
い
て
い
る
の
が
、

五
月
の
青
空
に
映
え
て
咲
い
て

い
る
の
を
想
像
す
る
だ
け
で

「
五
月
」
は
心
弾
む
月
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
単
に
私
が
『
背
く

ら
べ
』
の
歌
を
、
懐
か
し
む
歳

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

の
だ
が
。

（
ふ
え
）
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題字：鳩山威一郎

場
一
致
で
、
事
務
局
長
に
選
任

さ
れ
た
。

ま
た
、
中
川
治
男
氏
が
軽
井

沢
友
愛
山
荘
を
担
当
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る
担

当
者
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る

旨
が
告
げ
ら
れ
、、
福
田
八
州

雄
氏
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
他

協
議
の
終
了
時
に
、
事
務
局

よ
り
案
内
が
あ
り
、
来
年
（
平

成
二
十
一
年
）
が
、
当
協
会
創

設
者
鳩
山
一
郎
先
生
の
没
後
五

〇
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
何

ら
か
の
か
た
ち
で
「
五
〇
年
祭
」

を
催
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ

た
。そ

の
他
の
事
項
と
し
て
、
機

関
紙
『
友
愛
』
の
創
刊
号
か
ら

現
発
行
分
ま
で
の
デ
ー
タ
化
が

済
み
、
併
せ
て
合
本
と
し
て
も

四
〇
〇
号
ま
で
が
作
成
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

以
上
す
べ
て
の
議
案
の
審
議

を
終
了
し
た
の
で
、
正
午
に
閉

会
し
た
。

＊
議
事
録
は
事
務
局
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

三
月
二
十
六
日
（
水
）、
本
郷
鳩
山
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
六
八
回
評
議
員
会
・
第
七
五
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
議
事
の
平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画
並
び
に
事
業
予
算
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
任

期
満
了
に
と
も
な
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
評
議
員
と
し
て
谷
藤
悦
史
氏
、
戸
澤
英
典
氏
、
田
中
昭
彦
氏

が
新
任
さ
れ
、
武
田
紀
念
男
氏
が
理
事
に
就
任
し
た
。

理
事
会
に
お
け
る
役
員
選
出
で
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が
再
任
さ
れ
、
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
、
井
上
和

子
副
理
事
長
も
再
任
と
な
っ
た
。

新
公
益
法
人
法
の
施
行
に
向
け
て
検
討
委
員
会
の
設
置
も
承
認
さ
れ
、
鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
が
委
員
長

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
併
せ
て
諸
規
定
検
討
委
員
会
も
設
置
さ
れ
、
萩
原
直
三
評
議
員
が
委
員
長
に
就
い
た
。

れ
、
委
員
長
に
萩
原
直
三
評
議

員
が
選
さ
れ
た
。
委
員
の
人
選

は
委
員
長
に
一
任
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

理
事
長
以
下
役
員
選
出

「
寄
付
行
為
」
第
五
章
第
二

二
条
、
二
三
条
に
基
づ
き
、
健

康
上
の
理
由
で
辞
意
表
明
さ
れ

て
い
る
石
井
公
一
郎
理
事
の
後

任
に
武
田
紀
念
男
評
議
員
を
加

え
理
事
が
選
出
さ
れ
、「
寄
付

行
為
」
第
五
章
第
二
二
条
、
二

三
条
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る

役
職
に
つ
い
て
理
事
会
で
互
選

を
行
い
決
定
し
た
。

役
　
員
（
任
期：

平
成
二
〇
年

度
〜
平
成
二
十
一
年
度
）

理
事
長
　
　
　
鳩
山
由
紀
夫

副
理
事
長
　
　
鳩
山
邦
夫

副
理
事
長
　
　
井
上
和
子

常
務
理
事
　
　
川
手
正
一
郎

常
務
理
事
　
　
鶴
巻
克
雄

監
　
事
　
　
　
奥
住
　
壽

監
　
事
　
　
　
田
邊
克
育

理
事
名
（
任
期：

平
成
二
〇
年

度
〜
平
成
二
十
一
年
度
）

鳩
山
安
子
、
鳩
山
由
紀
夫
、

鳩
山
邦
夫
、
井
上
和
子
、
川
手

正
一
郎
、
鶴
巻
克
雄
、
奥
田
吉

郎
、
長
田
正
太
郎
、
中
川
治
男
、

中
嶋
信
行
、
早
川
廣
中
、
深
津

榮
一
（
以
上
再
任
）、
武
田
紀

念
男
（
以
上
新
任
）（
敬
称
略
）

評
議
員
選
出

「
寄
付
行
為
」
第
六
章
第
二

九
条
第
二
項
に
従
い
、
次
期
評

議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

理
事
長
挨
拶

開
催
に
あ
た
り
、
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
よ
り
、「
長
い
年
月

に
わ
た
っ
て
友
愛
の
活
動
を
継

続
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様

に
、
尊
敬
の
念
と
と
も
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

ま
た
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
か

ら
も
、
出
席
者
に
謝
意
が
述
べ

ら
れ
た
。

協
議
事
項

事
務
局
よ
り
議
案
に
つ
い
て

の
解
説
が
行
わ
れ
議
事
に
入
っ

た
。
議
案
の
内
、
平
成
二
〇
年

度
事
業
計
画
及
び
平
成
二
〇
年

度
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

本
年
十
二
月
一
日
に
施
行
さ

れ
る
「
新
公
益
法
人
法
」（
下

図
資
料
参
照
）
に
向
け
て
「
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
件
が
協

議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
設
置
が

認
め
ら
れ
た
。
委
員
長
に
鶴
巻

克
雄
常
任
理
事
が
就
任
、
委
員

会
の
人
選
は
委
員
長
に
一
任
さ

れ
た
。

ま
た
、「
諸
規
定
検
討
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
」
協
議
が

行
わ
れ
、
上
記
議
案
に
関
し
て

も
、
現
行
の
諸
規
定
が
制
定
さ

れ
て
以
来
か
な
り
の
年
月
を
経

て
お
り
、
全
面
的
に
見
直
し
、

改
訂
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
満
場
一
致
で
「
諸
規
定

検
討
委
員
会
設
置
」
は
承
認
さ

選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
野
村

明
雄
氏
か
ら
の
辞
意
、
武
田
紀

念
男
氏
の
理
事
就
任
、
尾
形
智

矩
氏
の
逝
去
に
よ
る
欠
員
補
充

と
、
新
し
い
知
識
を
求
め
て
谷

藤
悦
史
氏
、
戸
澤
英
典
氏
、
田

中
昭
彦
氏
、
の
三
名
が
新
た
に

推
薦
さ
れ
た
。

評
議
員
名
（
任
期：

平
成
二
〇

年
度
〜
平
成
二
十
一
年
度
）

大
川
邦
夫
、
小
川
勝
也
、
鹿

島
昭
一
、
桂
　
由
美
、
佐
々
木

恵
美
子
、
櫻
井
淳
一
、
島
崎
照

代
、
清
水
幸
重
、
種
田
英
子
、

野
村
明
美
、
芳
賀
大
輔
、
萩
原

直
三
、
戸
来
　
勉
、
松
葉
邦
男
、

明
神
登
美
子
、
吉
川
貴
盛
、
岩

屋
　
毅
、
福
田
八
州
雄
、
牧

義
夫
（
以
上
再
任
）
谷
藤
悦
史
、

戸
澤
英
典
、
田
中
昭
彦
（
以
上

新
任
）（
敬
称
略
）

事
務
局
長
選
任
に
つ
い
て

中
川
治
男
氏
の
健
康
上
の
理

由
に
よ
る
事
務
局
長
辞
任
に
伴

い
、
新
た
に
事
務
局
長
を
選
出

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
事
務

局
よ
り
報
告
さ
れ
、
川
手
正
一

郎
氏
が
推
薦
さ
れ
、
全
員
が
こ

れ
に
つ
い
て
諮
っ
た
結
果
、
満

平成20年12月１日に施行される
「新公益法人法」の要点（抜粋）
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（
財
）
日
本
友
愛
青
年
協
会
と
姉
妹
団
体
関
係
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ュ
ッ
ス
ラ
ー
会
長
夫
妻
と
ジ
ョ
セ
フ
・
ヴ
ィ
ン
マ
ー

専
務
理
事
が
来
日
さ
れ
た
。
目
的
は
当
協
会
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
の
栄
誉
賞
を
贈
る
た
め
で
、
そ
の
贈
呈
式
が
四
月
十
七
日
（
木
）
東
京
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
一
室
で
行
わ
れ
た
。
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
は
、
体
調
を
考
慮
さ
れ
て
欠
席
さ
れ
た
が
、
井
上
和
子
副
理
事
長
が
代
理
で
受
賞
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
、
鳩
山

邦
夫
副
理
事
長
も
出
席
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
、
栄
誉
証
書
、
記
念
プ
レ
イ
ト
が
手
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
式
典
に
は
ユ
ッ
タ
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
＝
パ
ス
ト
ル
在
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
も
来
賓
と
し
て
参
列
さ
れ
、
式
典
の
後
に
つ
づ
く
歓
迎
昼
食
会
、
両
団
体
の
今
後
の
発
展
を

話
し
合
う
懇
談
会
の
席
に
も
同
席
さ
れ
、
両
国
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
、
喜
ば
し
い
こ
と
と
話
を
さ
れ
た
。

写真前列右から
鳩山邦夫副理事長（栄誉証書を手に） 鳩山由紀夫理事長（友愛創立５５年記念プレイトを手に）ロマ

ナ・シュスラー会長夫人、エドワードシュッスラー会長、ユッタ・シュテファン＝パストル在日オーストリ
ア大使、井上和子副理事長（金の栄誉賞を手に）
後列左から　
島崎照代評議員、ゲオルグ・ペスティンガー在日オーストリア大使館一等書記官、奥田吉郎理事、ジョセ
フ・ヴィンマー専務理事、川手正一郎常務理事、萩原直三評議員

鳩
山
会
館
訪
問
　
深
津
榮
一
理
事
と
久
々
の
対
面

鳩
山
一
郎
先
生
の
像
の
前
で
記
念
撮
影

来
日
当
日
、
長
旅
の
疲
れ
も

み
せ
ず
鳩
山
会
館
を
訪
れ
た
Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｂ
一
行
は
、
こ
の
建
物
に

鳩
山
一
郎
先
生
、
鳩
山
由
紀
夫

理
事
長
、
鳩
山
邦
夫
副
理
事
長
、

井
上
和
子
副
理
事
長
が
実
際
暮

ら
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
大

感
激
。
大
竹
鳩
山
会
館
事
務
局

長
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
十
七
日
の
授
与
式
の

後
に
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、

両
団
体
の
今
後
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

本
年
度
は
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
推
薦
す

る
青
年
二
名
の
受
入
が
決
ま
っ

た
。
懇
談
会
に
は
在
日
オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
使
、
二
等
書
記
官
も

参
加
、
両
国
の
交
流
が
、
非
常

に
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
併
せ
て
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
文
化
面
で

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
大
い
に
感
銘
を
受
け
、
今
後

も
続
け
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。

十
九
日
、
一
行
は
財
団
友
愛

の
中
嶋
信
行
理
事
に
会
う
べ

く
、
八
女
市
に
向
け
て
出
発
。

当
地
で
は
中
嶋
理
事
が
心
を
こ

め
て
古
い
友
人
を
迎
え
た
。

「
友
愛
」
旗
（
右
）
と
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
旗

（
左
）。
姉
妹
団
体
提
携
を
結
ん
だ
記
念

に
相
互
交
換
し
た
。
今
回
は
ヴ
ィ
ン
マ

ー
専
務
理
事
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら

双
方
の
旗
を
持
参
さ
れ
た

こ
の
日
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
記
念
の

プ
レ
イ
ト
。
友
愛
の
創
立
五
十
五
年
を

祝
す
文
字
が
刻
ま
れ
、
友
愛
の
ロ
ゴ
と

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
紋
章
が
は
め
込
ま
れ
て
い

る
。
友
愛
事
務
局
に
て
所
蔵

十
八
金
で
作
ら
れ
た
栄
誉
賞
。
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
の
紋
章
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
。
友
好
の
印
、

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
ピ
ン
が
添
え
ら
れ
て
、
鳩

山
安
子
名
誉
会
長
に
贈
ら
れ
た

「
古
い
友
人
を
訪
ね
る
こ
と
」
も
今
回

来
日
の
目
的
の
一
つ
。「
友
愛
」
と
の

交
流
で
絆
の
結
ば
れ
た
森
喜
朗
元
総
理

と
記
念
誌
を
手
に
歓
談
。
森
元
総
理
も
、

出
身
地
の
特
産
品
の
お
土
産
を
贈
呈

四
月
十
七
日
（
木
）
午
前
十

一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
四
谷

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
千

羽
鶴
に
お
い
て
、
鳩
山
安
子
名

誉
会
長
に
贈
ら
れ
る
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
の
栄
誉

賞
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
栄
誉
賞
は
、
一
九
四
六

年
に
創
立
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
勤
労
青
年
連
盟
の
歴
史
の
中

で
も
、
六
十
余
名
に
の
み
贈
ら

れ
た
と
い
う
最
高
栄
誉
賞
で
、

こ
の
度
「
永
年
に
わ
た
る
姉
妹

団
体
と
し
て
の
活
動
に
敬
意
を

表
す
る
」
と
し
て
鳩
山
安
子
名

誉
会
長
に
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

財
団
友
愛
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

勤
労
青
年
連
盟
は
、
ク
ー
デ
ン

ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
を
月

下
氷
人
に
し
て
結
ば
れ
た
も
の

で
、
そ
の
交
流
の
始
ま
り
は
一

九
六
三
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一

九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
十
一

月
五
日
に
、
姉
妹
団
体
と
し
て

の
議
定
書
に
調
印
が
な
さ
れ
、

正
式
に
姉
妹
団
体
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
記
念
し

て
、
双
方
の
団
体
と
も
十
一
月

五
日
を
「
友
愛
の
日
」
と
制
定

し
て
い
る
。

以
来
、
双
方
の
団
体
が
推
薦

す
る
青
年
を
派
遣
し
、
ま
た
受

け
入
れ
も
実
施
す
る
な
ど
、
同

じ
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
唱
え
る

「
友
愛
」
思
想
で
結
ば
れ
た
団

体
と
し
て
の
活
動
を
続
け
て
き

た
。こ

の
度
の
来
日
に
あ
た
り
、

「
友
愛
」
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
「
古
い
友
人
」
に
も
会
い
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
森
喜
朗

元
総
理
、
深
津
榮
一
財
団
友
愛

理
事
と
も
面
談
す
る
機
会
を
設

け
た
。

写
真
右
か
ら
　
シ
ュ
ッ
ス
ラ
ー
会
長
、
島
崎
照
代
評
議
員
、
深
津
榮
一
理
事
、
シ
ュ

ス
ラ
ー
会
長
夫
人
、
大
竹
範
鳩
山
会
館
事
務
局
長
、
ヴ
ィ
ン
マ
ー
専
務
理
事

ユッタ・シュテファン＝パストル在日オーストリア大使も来賓として列席
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夢
の
舞
台
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
ホ
ー
ル
」
そ
こ
に
自
分

が
立
て
る
な
ん
て
、
な
ん
と
光

栄
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
信
じ

ら
れ
な
い
思
い
で
す
。

「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ
ー

ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
後
、
島

崎
先
生
に
ご
助
力
を
頂
き
な
が

ら
、
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
方
々
と
メ
ー

ル
で
連
絡
を
と
り
、
少
し
ず
つ

準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
迎
え
た
三
月
、
上
旬
に
ウ

ィ
ー
ン
入
り
を
し
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
一
週
間
前
か
ら
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
合
わ
せ
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
体
調
管
理
に
は
十
分
に
気

を
つ
け
て
い
た
つ
も
り
が
、
風

邪
を
引
い
て
し
ま
い
、
全
く
声

が
出
な
い
状
態
に
！
　
今
ま
で

歌
っ
て
き
て
、
こ
ん
な
事
は
初

め
て
で
、
さ
ら
に
コ
ン
サ
ー
ト

は
目
前
！
　

異
国
の
地
で
慌
て
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
時
、
コ
ン
サ
ー
ト

責
任
者
の
モ
ル
テ
ィ
ジ
ー
ジ
ャ

さ
ん
や
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ベ
ニ

彼
女
と
は
音
楽
以
外
の
事
で

も
い
ろ
い
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、
す
ご
く
い
い
関

係
が
こ
の
短
期
間
で
築
け
た
と

思
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
日
、
０
Ｊ

Ａ
Ｂ
の
方
々
と
お
会
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
本

部
へ
向
か
っ
た
の
で
す
が
、
と

て
も
立
派
な
建
物
で
学
生
寮
も

併
設
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
い
た
な
か
で
、
今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
募
金
が

「
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
」

の
た
め
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
聞
き
、
私
の
士
気
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
日
、
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
方
々

と
ラ
ン
チ
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
初
対
面
と
い
う

こ
と
も
あ
り
緊
張
し
て
い
た
私

に
、
シ
ュ
ス
ラ
ー
会
長
始
め
皆

さ
ん
が
、
気
さ
く
に
話
し
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
気
を
つ
か

っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
そ
う
し

た
本
当
に
暖
か
い
皆
さ
ん
の
人

柄
に
ふ
れ
、
私
の
緊
張
は
あ
っ

と
い
う
間
に
消
し
飛
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ウ

ィ
ー
ン
名
物
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
シ

ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
」。
デ
ザ
ー
ト

に
「
ア
プ
フ
ェ
ル
シ
ュ
ト
ゥ
ル

ー
デ
ル
」
と
「
メ
ラ
ン
ジ
ェ
」

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
話
題
は

音
楽
の
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
政
治
・
文
化
・
日
本
と
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
楽
し

く
お
喋
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ー
ニ
さ
ん
が
本
当
に
力
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

さ
す
が
「
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー

ン
」。
日
本
に
は
売
っ
て
い
な

い
よ
う
な
、
歌
手
の
た
め
の
喉

薬
が
豊
富
で
、
薬
局
で
グ
ミ
の

よ
う
な
の
ど
飴
、
ハ
ー
ブ
茶
、

シ
ロ
ッ
プ
を
買
い
あ
さ
り
、
極

力
お
喋
り
も
控
え
、
せ
っ
か
く

の
ウ
ィ
ー
ン
も
一
週
間
は
ほ
ぼ

引
き
こ
も
り
の
毎
日
で
過
ご

し
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
備
え
ま
し

た
。
日
々
、
少
し
ず
つ
よ
く
な

っ
て
は
い
っ
た
の
で
す
が
、
ど

う
な
る
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な

い
状
態
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
も

満
足
に
練
習
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
気
は
焦
り
、
ス
ト
レ
ス
は

募
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
ん
な
私
の
精
神
面
に
お
い

て
も
、
ベ
ニ
ー
ニ
さ
ん
は
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
彼
女
は
決
し
て
偉

ぶ
る
こ
と
な
く
、
私
と
同
じ
目

線
か
ら
、「
音
楽
を
捉
え
、
プ

ロ
意
識
を
持
っ
て
演
奏
す
る
こ

と
」
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
「
何
が
あ
っ
て
も

こ
こ
に
い
る
四
人
は
コ
ン
サ
ー

ト
で
心
か
ら
拍
手
を
送
っ
て
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
励

ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
の
、

な
ん
と
心
強
か
っ
た
こ
と
か
！

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
共
演
者

と
初
顔
合
わ
せ
。
み
ん
な
と
て

も
親
切
で
お
も
し
ろ
く
っ
て
、

控
え
室
は
本
番
前
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
と
っ
て
も
賑
や
か
。
本

番
も
お
互
い
を
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は
満
席

で
、
少
し
緊
張
は
し
た
も
の
の

楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語
の
国
な
の
で
、
演

奏
す
れ
ば
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反

応
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
こ

の
国
で
し
か
味
わ
え
な
い
こ
と

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
後
に
は
、
共
演

者
の
み
ん
な
、
そ
し
て
ベ
ニ
ー

ニ
さ
ん
と
再
会
を
固
く
誓
い
ま

し
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
温
か
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
の
シ
ュ
ッ
ス
ラ
ー
会
長
と
ヴ

ィ
ン
マ
ー
専
務
理
事
か
ら
は
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
！
。

さ
ら
に
は
、
お
食
事
を
し
た

と
き
に
私
が
料
理
好
き
と
い
う

話
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ

て
、
シ
ュ
ッ
ス
ラ
ー
会
長
婦
人

か
ら
「
ホ
テ
ル
ザ
ッ
ハ
ー
」
の

料
理
本
ま
で
い
た
だ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
私
は
と

て
も
貴
重
な
体
験
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
れ
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
の
先
の
音
楽
・
歌

に
生
か
し
て
い
け
た
ら
な
と
思

い
ま
す
。

筆
者：

石
井
藍
・
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ

ン
ク
ー
ル
平
成
十
九
年
度
一
位
入
賞

四
月
八
日
（
火
）
午
後
六
時

十
分
よ
り
、
鳩
山
会
館
に
お
い

て
、
平
成
二
十
年
度
（
第
一
期
）

鳩
山
友
愛
塾
入
塾
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。

音
羽
の
山
の
桜
は
満
開
で
、

正
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
相
応

し
い
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
日
は
時
な
ら

ぬ
春
の
嵐
。
全
国
各
地
か
ら
集

う
塾
生
諸
氏
の
交
通
状
況
が
心

配
さ
れ
た
が
、
幸
い
三
十
三
名

全
員
到
着
。
全
て
の
顔
ぶ
れ
が

揃
っ
て
の
入
塾
式
と
な
っ
た
。

井
上
和
子
塾
長
よ
り
、
皆
様

と
こ
こ
に
集
え
る
こ
と
を
喜
び

に
思
い
ま
す
と
激
励
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
鳩
山
由
紀
夫
塾

長
代
行
、
鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行

か
ら
も
挨
拶
が
あ
っ
た
。

塾
生
代
表
田
中
佐
知
子
さ
ん

に
よ
る
宣
誓
の
後
、
塾
長
よ
り
、

塾
生
一
人
一
人
に
塾
生
証
と
鳩

山
友
愛
塾
徽
章
が
手
渡
さ
れ
、

入
塾
式
は
終
了
し
た
。

会
場
を
一
階
に
移
し
、
川
手

正
一
郎
塾
長
補
佐
の
乾
杯
の
音

頭
で
懇
親
会
と
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
鳩
山
会
館
一

階
が
、
文
化
交
流
の
ロ
ビ
ー
と

化
し
た
。
互
い
に
初
め
て
会
っ

た
と
は
思
え
ぬ
う
ち
解
け
方
で

語
り
合
い
、
あ
る
い
は
同
じ
高

校
の
卒
業
生
同
士
が
、
そ
れ
と

は
知
ら
ず
に
再
開
し
た
り
、
鳩

山
邦
夫
塾
長
代
行
を
囲
ん
で
、

政
治
・
環
境
の
話
し
に
聞
き
入

っ
た
り
と
「
友
愛
」
を
冠
す
る

に
充
分
な
文
化
的
華
や
ぎ
を
み

せ
た
。

午
後
八
時
名
残
惜
し
さ
を
残

し
な
が
ら
、
嵐
の
収
ま
っ
た
夜

桜
の
中
を
、
塾
生
は
帰
途
に
つ

い
た
。

一
晩
中
か
か
っ
て
作
っ
た
と
い
う
自
筆

の
資
料
を
配
付
。
環
境
問
題
、
人
間
の

起
源
に
も
言
及
し
た
「
文
明
論
」
に
塾

生
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
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ウ
ィ
ー
ン
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
ホ
ー
ル
」
に
て
　
石
井
　
藍
さ
ん

鳩
山
友
愛
塾
第
一
回
講
師

は
、
鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
自
ら

が
務
め
た
。
講
義
は
「
文
明
論
」。

開
口
一
番
「
数
え
切
れ
な
い

程
演
説
を
行
っ
て
き
た
が
、
講

義
資
料
を
作
っ
た
の
は
生
ま
れ

て
初
め
て
。
一
晩
中
か
か
っ
た
」

と
、
今
回
の
塾
、
講
義
に
掛
け

る
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

「
植
物
文
明
と
動
物
文
明
」

「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」「
他
の

惑
星
へ
の
移
住
」「
人
類
の
傲

り
」
と
い
っ
た
鍵
に
な
る
言
葉

が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
、
多
角
的

な
視
線
で
と
ら
え
た
「
文
明
論
」

を
、
力
強
く
熱
く
語
っ
た
。

大
き
く
頷
き
な
が
ら
聞
き
入

っ
て
い
た
塾
生
諸
氏
の
反
応
も

強
く
、
質
問
が
後
を
絶
た
な
い
。

結
局
、
食
事
を
摂
り
な
が
ら
と
、

質
疑
応
答
の
時
間
も
延
長
さ
れ

た
が
、
鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
自

身
は
、
食
事
も
摂
ら
ず
一
つ
一

つ
の
質
問
に
優
し
く
、
丁
寧
に

答
え
て
い
た
。

四
月
二
十
二
日
第
一
回
講
義

講
師
　
鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
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◆
三
月
の
理
事
会
も
済
み
、
新

公
益
法
人
法
施
行
に
向
け
て
、

検
討
委
員
会
も
発
足
し
た
。

「
友
愛
」
を
原
点
か
ら
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
だ
と
思
い
、

「
友
愛
理
解
の
た
め
に
」
を
ま

と
め
て
み
よ
う
と
筆
を
と
っ

た
。
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
、
一
郎
先

生
の
提
唱
さ
れ
た
こ
と
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
筆
を
進
め
る
う

ち
、「
友
愛
」
が
人
類
の
窮
極

の
目
標
で
あ
る
と
痛
感
し
、
私

自
身
誇
り
に
思
っ
た
。
折
し
も

鳩
山
友
愛
塾
が
開
設
さ
れ
、
塾

の
仲
間
と
と
も
に
二
十
一
世
紀

の
友
愛
を
構
築
す
る
に
は
願
っ

て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。

（
Ｋ
）

◆
プ
ロ
野
球
も
五
月
に
は
順
位

が
つ
け
ら
れ
、
陽
気
と
と
も
に

徐
々
に
熱
く
な
る
頃
で
す
。
今

年
は
、
監
督
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ

り
、
若
干
馴
染
み
が
薄
い
感
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
交

流
戦
な
ど
も
始
ま
り
、
毎
日
の

ニ
ュ
ー
ス
が
楽
し
み
で
す
。
事

務
所
は
東
京
ド
ー
ム
の
近
く
。

試
合
の
あ
る
日
は
、
対
戦
カ
ー

ド
双
方
の
フ
ァ
ン
で
電
車
も
一

杯
で
す
。
で
も
フ
ァ
ン
の
顔
色

を
見
て
試
合
結
果
を
想
像
す
る

の
も
面
白
い
も
の
で
す
。
（
も
）

◆
五
月
に
入
り
、
新
緑
が
清
々

し
く
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
先
日
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
、

打
ち
合
わ
せ
の
た
め
担
当
役
員

の
福
田
さ
ん
の
車
に
乗
せ
て
い

た
だ
き
、
友
愛
山
荘
に
行
き
ま

し
た
。
澄
ん
だ
空
気
、
輝
く
緑
、

広
が
る
芝
生
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
座

っ
て
い
る
だ
け
で
心
が
和
み
ま

す
。
山
荘
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

連
携
も
十
分
！
　
是
非
皆
様
友

愛
山
荘
に
！
　
申
し
込
み
は
事

務
局
ま
で
ど
う
ぞ
！
　
（
エ
ム
）

＊＊＊　軽井沢友愛山荘料金表（税別） ＊＊＊

お
揃
い
の
衣
装
で
、
見
事
な
舞
台
。
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

この欄では、機会ある毎に「友愛」に保管されている写真の中から、
とっておきの一枚をご紹介いたします。最初にご登場いただいたの
は、「鳩山一郎先生と岸信介先生」。撮影年月日は不明ですが、場所
は軽井沢、現友愛山荘の地です。二人で何を話しておられるのでし
ょう。お二人のにこやかな笑顔が、とても素敵な一枚です。

「
師
曰
く
…
」
声
を
揃
え
て
「
論
語
」

の
朗
読
。
舞
台
で
の
迫
力
も
満
点

鳩
山
太
郎
さ
ん
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
。
高
ら
か
に
乾
杯
の
音
頭
を

特
別
ゲ
ス
ト
旧
軽
井
沢
公
民
館
長
小
久

保
喜
久
治
さ
ん
。
鳩
山
別
荘
を
管
理

鳩
山
安
子
会
長
の
ご
挨
拶

鳩
山
由
紀
夫
衆
議
院
議
員

鳩
山
邦
夫
衆
議
院
議
員

川
手
正
一
郎
鳩
山
会
館
館
長

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
四
月

一
日
の
開
業
以
来
、
沢
山
の
お

客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
好

評
稼
働
中
で
す
。

新
緑
も
い
よ
い
よ
緑
を
増

し
、
軽
井
沢
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
の
自
転

車
も
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

是
非
一
度
軽
井
沢
友
愛
山
荘
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
ご
利
用

の
皆
様
の
ご
要
望
を
取
り
入

れ
、
信
州
な
ら
で
は
の
味
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し

た
。
き
っ
と
ご
満
足
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

楽
し
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
に
関
し
て
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
は
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
号
で
は
、
皆
様
を
お
待
ち

申
し
上
げ
て
い
る
友
愛
山
荘
の

担
当
者
三
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
三
名
に
会
え
る
こ
と
も

楽
し
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…

武
部
慶
一
さ
ん

調
理
担
当
　
ゴ
ル
フ
は
シ
ン

グ
ル
（
ハ
ン
デ
ィ
９
）
の
腕
前
。

ペ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
曲
が
大
好
き

と
い
う
元
気
活
発
な
方
で
す
。

生
ま
れ
は
神
奈
川
県
川
崎

市
、
当
然
趣
味
は
「
ゴ
ル
フ
」。

で
も
好
き
な
食
べ
物
は
果
物

と
、
絶
妙
な
美
味
し
さ
を
創
り

出
す
調
理
人
な
ら
で
は
の
繊
細

さ
で
す
。
友
愛
山
荘
の
お
薦
め

は
「
野
菜
天
ぷ
ら
」
だ
そ
う
で

す
。
是
非
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
シ
ャ
イ
で
、
ぶ
っ

き
ら
ぼ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ル

フ
の
話
な
ら
俄
然
燃
え
る
と
思

い
ま
す
。

亀
田
俊
子
さ
ん

管
理
一
般
担
当
　
生
ま
れ
は

群
馬
県
、
地
元
の
美
味
し
い
食

材
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
頼
も

し
い
管
理
人
さ
ん
で
す
。
滞
在

中
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
友
愛
山
荘
は
、「
す
べ
て

料
理
は
手
作
り
で
、
を
心
を
込

め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
広
い
芝

生
の
庭
と
、
周
囲
の
木
々
の
緑

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
客

様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
こ
と

が
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
喜
び
で

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
か
ら
も
、

友
愛
山
荘
の
魅
力
、
判
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

民
謡
と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
得

意
、
多
彩
な
方
で
も
あ
り
ま
す
。

武
部
つ
ね
子
さ
ん

調
理
担
当
　
お
名
前
か
ら
想

像
が
つ
く
と
お
り
、
武
部
慶
一

さ
ん
の
奥
様
で
す
。
好
き
な
食

べ
物
は
「
果
物
」
で
す
か
ら
、

案
外
ご
主
人
の
好
み
は
、
奥
様

譲
り
な
の
か
も
…
。
と
思
い
を

巡
ら
せ
る
ほ
ど
仲
の
良
い
ご
夫

婦
で
す
。
そ
の
証
拠
に
奥
様
の

趣
味
も
「
ゴ
ル
フ
」
夫
唱
婦
随
、

「
仲
良
き
こ
と
は
麗
し
き
か
な
」

の
お
手
本
で
す
。
で
も
音
楽
の

趣
味
は
角
度
を
変
え
て
「
氷
川

き
よ
し
」、
な
る
ほ
ど
！
　
友

愛
山
荘
の
お
薦
め
は
「
そ
ば
粉

の
す
い
と
ん
入
り
キ
ノ
コ
汁
」

聞
い
た
だ
け
で
美
味
し
そ
う
で

す
ね
。
思
わ
ず
甘
え
た
く
な
る

お
母
さ
ん
の
味
で
す
。

「
写
真
右
か
ら
　
武
部
慶
一
さ
ん
、
武

部
つ
ね
子
さ
ん
、
亀
田
俊
子
さ
ん
。

心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
が
モ
ッ
ト
ー

鳩
山
安
子
会
長
を
中
心
に
、

活
動
を
続
け
て
い
る
「
友
愛
婦

人
会
」
は
、
創
立
五
〇
周
年
を

迎
え
、
さ
る
一
月
一
〇
日
（
木
）

椿
山
荘
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
間
に

お
い
て
、
盛
大
に
記
念
会
を
開

催
。
百
名
を
越
す
多
彩
な
来
賓
、

多
く
の
会
員
を
迎
え
、
成
功
裡

に
記
念
会
を
終
了
し
た
。

鳩
山
安
子
会
長
は
冒
頭
ご
挨

拶
に
立
ち
「
皆
様
の
お
か
げ
で
、

今
日
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
謝
意
を
述
べ
ら
れ

た
。
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
鳩

山
由
紀
夫
代
議
士
は
、「
い
つ

も
母
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
ま
た
鳩
山
邦
夫
代
議
士
は

「
婦
人
会
と
は
縁
の
深
い
お
つ

き
あ
い
で
す
」
と
、
婦
人
会
と

「
身
内
」
の
立
場
で
ご
挨
拶
、

大
き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

式
典
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
会
レ
イ
・

リ
リ
ア
が
見
事
な
舞
台
を
披

露
、
論
語
の
会
も
勉
強
の
成
果

を
朗
読
で
披
露
し
、
和
や
か
な

中
に
も
活
力
溢
れ
る
婦
人
会
パ

ワ
ー
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。


